
写真貼付 

熊本大学海外派遣留学生 報告書 

 

 

氏名 V さん（仮名） 

所属  文学部   

留学先機関名 ハノイ貿易大学    （国名：ベトナム   ） 

留学先所属 

□ 特定の学部・研究科に所属（       学部・研究科） 

☑ 特定の学部等に所属せず、様々な学部等の授業を履修 

□ その他： 

留学期間 2017 年 7 月 － 2018 年 7 月 
留学開始時 

学年 
 3 年次 

奨学金 

☑JASSO 海外留学支援制度    □ 国際奨学事業 

□ トビタテ！留学 JAPAN 【第  期】 

□ その他（            ） 



１．出発前の準備について 

 

ビザの種類 
☑有  □ 無 

種類(  就学  ) 
ビザ申請先 

☑国内  □ 現地 

場所( 大阪領事館) 

必要書類、手続き 

手続きに要した期間 

・お金 ・パスポート  

・ベトナム入国管理局の許可番号（受け入れ先の学校からもらう） 

 

ビザ申請以外で 

必要な事前手続き 

・郵便物の転送届 ・携帯会社への休止手続き 

・（長期の場合）部屋の荷物の整理 ・海外で使えるカード発行 

・留学先の住居の確保 

留学に向けて 

取り組んだ語学 

☑英語   □ 独語   □ 仏語   □ 中国語 

□ 韓国語  ☑その他（ ベトナム語  語） 

勉強方法 

・ベトナム語に関しては熊大に留学しているベトナム人のチュー

ターから 

・英語は IELTS を 

・マーケティングに関しては授業の復習とネットから 

留学先の手続き 

(必要書類、大変だっ
たこと、どのように取
り組んだか等) 

・オリエンテーション（参加必須）ですべて説明・書類配布がある 

・基本的に手続きは担当の話と FBからの情報に目を通せば大丈夫 

・わからないことは担当の子に質問すれば大丈夫 

・授業は教授と内容によって難易度はかなり変わるのでそれも友

達か担当の子に質問するとよい 

事前の必要経費 

(留学前に必要な 
支払い費用) 

※概算費用 

□ 授業料       円  □ 寮費      円 

□ 語学研修費     円  □ 教材費     円 

☑ビザ申請 8000 円  

渡航費（☑片道□往復） 27,000  円 

海外旅行保険料  300,000     円 

□ その他（      ）       円 

 

  



２．渡航～到着時の生活について 

 

利用航空会社 Viet jet air 手配 
Sky scanner 

※利用したサイト、旅行会社等 

移動経路 

※往路のみ 

福岡→大阪 
→バンコク→ハノイ 

到着 

時刻 

13 時ごろ 

【※移動時間（約 8 時間）】 

大学（寮）への 

移動手段 

□大学手配の出迎え  □知人の出迎え  ☑タクシー 

□公共交通機関（□バス □電車） □その他（      ） 

空港から移動する

際の注意点 

行き方、料金等 

空港内のタクシーは基本英語が使えない上に、荷物を見て外国人

だとわかると倍額ほど請求してくるのでケータイアプリ「Grab」を

インストールしておき、その値段に 5 万ドンプラスほどを提案す

るとよい。ベトナム語の数字は言えると便利。 

住居のタイプ 
□寮  □アパート 

☑その他(ｼｪｱﾊｳｽ ) 

住居 

手配 

□大学の斡旋  ☑自分で 

その他(       ) 

部屋の種類 

☑一人部屋 

□二人部屋 

その他(       ) 

ル ー ム

メイト 

□日本人学生 

□他国からの学生 

☑その他(他国の様々な職

種) 

住居の申込手順 

FB で仲介業者の紹介している部屋から立地と家賃からいいものを

探し、連絡を取り、直接見てからの方がよい。心配であれば私から

現地の友達に探してもらうことも可能なので直接私に連絡してく

ださい。 

住居でのトラブル 

および解決方法 

家のマネージャーとは FBで連絡先を交換すると思うのでトラブル

が起こると基本その人に連絡を取る。人によっては対応が遅いの

で気を付ける。 

大学への交通手段 
(※費用がかかれば費用も) 

基本 Grab を使う。GrabBike は安いが多少危険があるので Taxi の

方がよい。タクシーは初乗り無しで、大体 5㎞ 300 円ほど 

生活費および内訳 
（概算を円換算） 

生活費計 4～500＄／月 

（生活費内訳） 

住居費：300$／光熱費：50  $／通学費：4 $ 

食費：3    $／通信費：10  $／書籍代：10  $ 

その他：（娯楽費    ）90  $ 

※学費・寮費以外に留学先大学へ納入するもの：50 $前後 

（徴収された費用の名目：旅行代（希望で参加）     ） 

その他生活で必要な

手続き、アドバイス 

(口座開設、保険、 

携帯電話、荷物、 

支払い方法など) 

・携帯電話は SIM カードを現地で買って、データ通信カードを別で

買うとデータ通信ができるようになる。Viettel のものを買うとホ

ーチミンでも使える。 

・Grab は必須のアプリ 

・カード支払いはローカルの店以外だと多くの場所で使える。 



３．留学先の大学について 

 

授業（カリキュラム）

の概要について 

・授業は自由選択でいくつとっても良い 

・授業内容はシラバスに書いてあるがあまりあてにならないので

直接人に聞いた方がよい 

・取ろうとした授業が人数不足で勝手にキャンセルになることも

ある。また、日ごろも授業キャンセルはよくあるので Fb を見てお

く。また各授業にいるモニターとも FB は交換しておく。 

履修登録の時期 

登録方法 

□渡航前       ☑渡航後 授業が始まって 2週間 

□オンラインで登録  □志願書類の提出 

□その他（             ） 

留学生特例措置 

(履修制限、優先措置、

留学生専用のオリエ

ンテーション、チュー

ター制度等) 

☑有り（具体的には以下のとおり） 

・始業式より前に留学生用のオリエンテーション 

・履修は 2週間の trial week が与えられる 

・最初に観光を兼ねて留学生たちで旅行やツアーもある 

・チューター制はなく、1人のベトナム人学生が留学生全員を請け

負う形 

・ 

□無し 

留学先大学でのサポ

ート体制について 

(語学面／学校生活／

住居・日常生活等) 

・語学面は最初簡単な授業が数回あるくらい 

・その他質問事項は担当の子に聞くくらい 

留学開始後に行った

留学先大学の手続き 

(学生証、履修登録、

大学 ID の設定等) 

・履修手続きくらい 

・システムはアナログなので、ネット管理等はない。学生証はもら

えるがテストのときか映画館に行った時くらいしか使わない。 

授業外活動について 

(サークル、部活、イ

ンターン、フィールド

ワーク等) 

※どうやって探したか、

どのような活動か、入る

きっかけなども具体的に 

・サークル等は FB から自分で探し、自分で連絡を取る 

 



４．一週間のスケジュールについて 
  （授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください） 

 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00   授業     

8:00   授業     

9:00 起床  授業  
 

起床 
  

10:00 家出 起床 カフェ 起床 朝食   

11:00 授業 朝食 カフェ 朝食 PC  ↓ 

12:00 授業 PC カフェ 家出 昼食  友人と旅行 

13:00 授業 昼食 昼食 授業 友人と旅行  シャワー 

14:00 授業 散策 カフェ 授業 友人と旅行  勉強 

15:00 授業 散策 授業 授業 ↓  勉強 

16:00 帰宅 帰宅 授業 授業   勉強 

17:00 シャワー 勉強 授業 授業   夕食 

18:00 
カフェで勉
強 

友人とご飯 帰宅 授業   PC 

19:00 
カフェで勉
強 

友人とご飯 シャワー 友人とご飯   PC 

20:00 帰宅 友人とご飯 勉強 友人とご飯   勉強 

21:00 PC 友人とご飯 勉強 友人とご飯   勉強 

22:00 PC 友人とご飯 PC 友人とご飯   就寝 

23:00 シャワー シャワー 就寝 PC    

24:00 就寝 就寝  就寝    

 

  



5．留学成果とアドバイス 
 

留学によって得られた成果（語学に関すること、ものの考え方や取り組み方、 

コミュニケーション能力など自由に記載してください） 

 語学に関して。ベトナム語は正直事前にした勉強では自己紹介を丸覚えするくらいし

かできなかったのですが、向こうで暮らすうえで必要な語学力は自然と身に付きました。

そこを幹として枝葉を付けていく感じで学びました。英語は日常生活では通じないので

学校にいる時と友人と遊んでいるとき、勉強しているときに使いました。実際ベトナム人

の英語は訛りが強くて初めはあまり聞こえづらく、慣れても日本に帰ってそのなまりの

英語は聞かないのでその点英語を学びたいだけの人には英語が母国語の国には負けると

思います。しかし、その分難しすぎる言い回しなどはないので慣れれば会話はしやすいで

す。また、授業は難易度がかなり高いので自分で勉強しなければついていけません。自分

でのスケジュール管理が重要になってきます。そして、ハノイはまだ日本人の人口がそれ

ほど多くなく、駐在の方や現地で起業された方とお話しする機会が多くあり、日本ではな

かなかできない経験ができると思います。就活についても深く考えられました。 

同じ大学へ留学を希望する人へのアドバイス（留学先大学、プログラムに関すること、 

生活全般に関することなど自由に記載してください） 

東南アジア留学先は交換留学としては今のところ貿易大学としか提携していないはずな

ので域内では選択の余地はないと思いますが、この学校は設備としてはやはり新興国な

のもあって熊大よりもかなり劣っています。しかし、貧富の差が激しいこの国だからこそ

授業料の免除をとろうと必死で勉強する学生が多いので刺激は多く、またグループワー

クがほとんどの授業で組み込まれているため手が抜けないので自分を律するにはよい環

境だと思います。大学内のプログラムに関しては、留学生の受け入れ環境はそこまで整っ

ていなく、文化の違いなのかシステムも緩い部分も見られます（追記：年々整ってきてい

るようで私の時よりかはいい待遇になっているかと思われます）。生活全般もなかなか日

本とはかけ離れたもので、人との接し方も文化のギャップでストレスはあると思います。

私はそれを経験し、理解することこそ留学の本分ではないかと思います。語学を身につけ

たいと留学をする人もありますが、英語であれば日本でも十分学べる環境が整っていま

す。特殊な研究やその場でしか行えない目標があれば別ですが、ベトナムは、文化の違い

を経験し全く異なる背景で生きてきた人たちと出会うことができる機会にかなり恵まれ

ていると 1 年間を通して思いました。 

留学を通しての感想 

留学中、始まって半年過ぎたころに 1 度ホームシックのような感じになりました。ベト

ナム留学で 1 番精神的にしんどかったのは、友達が一斉に帰る 1 月ごろです。新興国へ

の留学というのはまだあまりメジャーではなく来る人がいても基本みな半年。私は 8 月

からの 1 年留学だったので仲のいい日本人・韓国人・フランス人の友人たちが年明けご

ろに帰ってしまい、新しく友人ができる前に始まったテト正月（旧正月：2月ごろ）。1か

月弱ハノイのほぼすべての機能が停止して市内の人間はほとんど故郷へ帰省します。 

また、留学に行くと、アジア系の人は特に無理をして西洋系の友達しか作らないように

してアジア系と話さない人がいますが、留学期間中のモチベーションや精神衛生を保つ

にはやはり文化の似た気楽に話せる友人は必要だと思います。個人的には、無理をしない

ような留学にしようと思っていましたが、中途半端にアジア人と距離を作ろうとして、き

つい思いをした時期もありました。結果やる気を失って堕落した生活を送ってしまった

りするので、自分の心と体の健康を第一に自分のしたい学びをしてきてほしいです。 

 


